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山
形
光
明
寺
に
一
花
堂
乗
阿
が
住
職
と
な
っ
て
い
た
時
期
に

は
、「
義
光
公
御
一
門
方
、
毎
度
連
歌
之
御
会
こ
れ
あ
り
」

（
光
明
寺
由
来
記
）と
い
っ
た
有
様
だ
っ
た
。

「
山
形
歌
壇
」
と
で
も
言
え
そ
う
な
盛
況
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

特
に
熱
心
だ
っ
た
の
が
、
東
根
城
主
、
里
見
薩
摩
の
グ
ル
ー

プ
で
、
東
根
で
催
し
た
連
歌
作
品
を
京
都
の
宗
匠
に
届
け
て
、

通
信
指
導
ま
で
受
け
て
い
た
。（
中
略
）惜
し
む
ら
く
は
、
東

根
衆
の
連
歌
作
品
が
見
つ
か
ら
な
い
こ
と
だ
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
）
3
（

に
、
東
根
衆
に
限
ら
ず
、
現
存
す
る
最

上
義
光
の
家
臣
の
連
歌
作
品
は
と
ぼ
し
い
。

　

義
光
の
家
臣
で
あ
っ
た
満
茂
と
連
歌
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
特

に
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、『
袖
中
集
』
に
つ
い
て
も
、
平
成

八
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
筑
波
大
学
和
漢
貴
重
図
書
目
録
』（
筑
波
大

学
附
属
図
書
館
）に
解
説
が
載
る
が
、
平
成
二
十
年
に
刊
行
さ
れ

は
じ
め
に

　

筑
波
大
学
附
属
図
書
館
に
「
袖
中
集
」
と
題
さ
れ
た
連
歌
書
が

所
蔵
さ
れ
る
。
最
上
義
光（
一
五
四
六
〜
一
六
一
四
）の
重
臣
楯
岡

（
赤
尾
津
・
本
城
）満
茂（
一
五
四
七
〜
一
六
三
九
）の
「
執
心
」
に

よ
り
、
法
印
心
存
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

最
上
義
光
の
連
歌
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
木
藤
才
蔵
『
連
歌
史

論
考
下
増
補
改
訂
版
』（
平
成
五
年
、
明
治
書
院
）に
記
述
が
あ
り

（
八
一
一
〜
五
頁
）、『
連
歌
辞
典
』（
平
成
二
十
二
年
、
東
京
堂
）に

も
立
項
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
最
上
義
光
歴
史
館
発
行
『
歴
史
館
だ

よ
り
』
に
は
、
名
子
喜
久
雄
「
最
上
義
光
連
歌
の
世
界
」
他
、
義

光
の
連
歌
に
関
す
る
記
事
が
少
な
か
ら
ず
掲
載
さ
れ
て
い
）
1
（

る
。
さ

ら
に
ま
た
義
光
が
一
座
し
た
連
歌
作
品
な
ど
も
翻
刻
さ
れ
て
い
）
2
（

る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
義
光
が
連
歌
に
関
心
が
深
い
大
名
の
一
人

だ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
と
い
え
よ
う
か
。
し
か
し
、
長
谷
勘

三
郎
氏
が 筑

波
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
『
袖
中
集
』
に
つ
い
て綿　

抜　

豊　

昭
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異
作
之
儘
伊
呂
波
字
ニ
書
／
立
進
之
畢
古
来
稀
者
／
筆
損
落
之
跡

後
覧
之
方
被
／
糺
明
之
志　

多
幸
々
　々

法
印
心
存（
花
押
）／
慶

長
十
八
癸
丑
稔
／
霜
月
下
旬
筆
劫
訖
。

他
に
伝
本
な
し
。

印
記

：

阿
波
国
文
庫（
徳
島
藩
蜂
須
賀
家
）。
不
忍
文
庫（
屋
代
弘

賢
）。

　

こ
の
後
に
「
阿
波
国
文
庫
」
と
「
屋
代
弘
賢
」
に
関
し
て
の
注

が
あ
る
が
省
略
す
る
。

　

書
誌
に
つ
い
て
は
首
肯
さ
れ
る
。
な
お
解
説
で
は
省
略
さ
れ
た

よ
う
だ
が
、
奥
書
の
後
に
押
さ
れ
た
「
阿
波
国
文
庫
」
印
の
後
に
、

「
飯
田
某
重
生
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

　

奥
書
の
翻
字
に
関
し
て
は
、「
伊
呂
葉
」
を
「
伊
呂
波
」
と
す

る
、
変
換
ミ
ス
と
思
わ
れ
る
単
純
な
誤
り
の
ほ
か
、「
袖
裏
に
注

し
侍
候
」
は
「
袖
裏
に
。
注千
首
余し
侍
候
」
と
「
千
首
余
」
が
落
ち
て

い
る
。
ま
た
「
異
作
」
は
「
異
他
」、「
古
来
稀
者
筆
」
は
「
古
来

稀
老
筆
」
と
読
む
べ
き
か
。

　

な
お
『
袖
中
集
』
の
収
録
歌
数
は
、
項
目
別
に
記
す
と
以
下
の

と
お
り
で
あ
る（
洋
数
字
が
歌
数
）。

「
い（
38
）」「
ろ（
0
）」「
は（
41
）」「
に（
14
）」「
ほ（
53
）」「
へ

（
3
）」「
と（
10
）」「
ち（
12
）」「
り（
0
）」「
ぬ（
3
）」「
る（
0
）」

「
を（
21
）」「
わ（
5
）」「
か（
88
）」「
よ（
10
）」「
た（
39
）」「
れ

（
0
）」「
そ（
3
）」「
つ（
51
）」「
ね（
2
）」「
な（
27
）」「
ら（
0
）」

た
『
俳
文
学
大
辞
典　

普
及
版
』（
角
川
学
芸
出
版
）に
も
、
同
二

十
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
連
歌
辞
典
』（
東
京
堂
）に
も
立
項
さ
れ

て
い
な
い
。

　

心
存
な
る
人
物
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
満
茂
の
「
執
心
」
に

よ
っ
て
連
歌
書
を
ま
と
め
た
と
い
う
こ
と
は
、
最
上
家
や
そ
の
家

臣
が
関
係
す
る
連
歌
会
に
一
座
す
る
僧
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
す
れ
ば
、『
袖
中
集
』
は
山
形
地
方
で
な
さ
れ
た
連
歌
作
品
そ

の
も
の
で
は
な
い
が
、
最
上
義
光
が
治
め
て
い
た
地
域
の
連
歌
を

知
る
上
で
は
貴
重
な
資
料
と
い
え
よ
う
。

　

そ
こ
で
『
筑
波
大
学
和
漢
貴
重
図
書
目
録
』
よ
り
詳
し
く
内
容

等
を
紹
介
し
、
若
干
の
考
察
を
加
え
た
い
。

1
―
1

　

は
じ
め
に
『
筑
波
大
学
和
漢
貴
重
図
書
目
録
』
の
解
説
を
以
下

に
あ
げ
る
。

二
一
六　

袖
中
集　

一
巻　

一
冊　
（
ル220-62

）

釈
心
存
編
。
慶
長
一
八（
一
六
一
三
）年
写
。
釈
心
存
筆
。
横
本
。

外
題
な
し
。
内
題

：

袖
中
集　

心
存
和
尚
。

五
五
丁
。
各
面
一
七
行
。
縦
一
六
・
六
㎝
、
横
二
四
・
三
㎝
。
袋

綴
。

奥
書

：

右
袖
中
集
閑
舜
余
暇
に
累
／
暦
毎
座
連
歌
に
付
来
可
為
／

本
歌
を
加
て
袖
裏
に
注
し
侍
候
を
／
山
形
豊
前
守
満
茂
御
執
心
／
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奥
書
に
あ
る
「
山
形
豊
前
守
満
茂
」
は
、「
山
形
」
と
あ
る
こ

と
、「
豊
前
守
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
最
上
義
光
の
家
臣
楯
岡（
赤

尾
津
・
本
城
）満
茂
と
考
え
ら
れ
る
。
慶
長
五
年（
一
六
〇
〇
）の

関
ケ
原
合
戦
後
、
由
利
郡
に
約
四
万
石
を
与
え
ら
れ
、
そ
れ
は
最

上
家
中
に
お
け
る
最
高
の
禄
高
で
あ
っ
た
。
元
和
八
年（
一
六
二

二
）に
最
上
家
が
改
易
さ
れ
た
後
は
前
橋
の
酒
井
家
に
仕
え
た
。

　

由
利
本
荘
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
本
城
満
茂
書
状
」
が
紹
介
さ

れ
て
い
る（2021/8/7

閲
覧
）。
そ
れ
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

　

本
史
料
は
、
本
城
城
主
の
本
城
満
茂（1556-1639

）が
、

城
代
を
つ
と
め
る
家
臣
の
大
泉
茂
敦
に
宛
て
た
書
状
で
す
。

形
状
は
折
紙
で
、
現
在
は
軸
装
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

満
茂
は
山
形
藩
最
上
家
の
重
臣
で
、
由
利
郡
5
万
5
千
石

余
の
う
ち
3
万
9
千
石
余
を
与
え
ら
れ
、
家
臣
団
で
最
大
の

知
行
を
有
し
て
い
ま
し
た
。
内
容
は
、
藩
主
最
上
義
光

（1546-1614

）の
死
去
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
山
形
城
並
び
に

山
形
城
下
は
静
穏
を
保
っ
て
い
る
こ
と
や
、
当
時
、
体
調
の

思
わ
し
く
な
か
っ
た
大
泉
を
気
遣
い
、
温
泉
地
と
し
て
有
名

な
温
海（
現
山
形
県
鶴
岡
市
）で
湯
治
を
し
て
静
養
す
る
よ
う

に
勧
め
て
い
る
こ
と
等
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

57
万
石
を
領
有
す
る
出
羽
国
最
大
の
大
名
で
あ
っ
た
最
上

義
光
は
、
こ
の
書
状
が
出
さ
れ
る
十
数
日
前
の
慶
長
19
年

（1614
）正
月
18
日
、
山
形
で
死
去
し
ま
し
た
。
義
光
死
去
の

「
む（
32
）」「
う（
72
）」「
ゐ（
0
）」「
の（
5
）」「
お（
23
）」「
く

（
15
）」「
や（
20
）」「
ま（
26
）」「
け（
1
）」「
ふ（
27
）」「
こ（
55
）」

「
え（
0
）「
て（
4
）」「
あ（
43
）」「
さ（
26
）」「
き（
38
）」「
ゆ

（
29
）」「
め（
1
）」「
み（
21
）」「
し（
63
）」「
ゑ（
3
）」「
ひ（
37
）」

「
も（
25
）」「
せ（
12
）」「
す（
30
）」

奥
書
に
「
千
首
余
」
と
あ
る
よ
う
に
、
総
計
千
二
十
八
首
が
収
録

さ
れ
て
い
る
。

1
―
2

　

題
名
の
「
袖
中
集
」
は
、
奥
書
か
ら
す
れ
ば
「
袖
裏（
そ
で
う

ら
）」
に
用
い
る
布
に
書
き
留
め
た
和
歌
集
の
意
で
あ
ろ
う
。「
袖

裏
集
」
と
せ
ず
、「
袖
中
集
」
と
し
た
の
は
、
後
世
の
歌
人
に
広

く
利
用
さ
れ
た
と
さ
れ
る
、
顕
昭
が
編
ん
だ
歌
学
書
『
袖
中
抄
』

を
意
識
し
た
も
の
か
。『
袖
中
抄
』
は
言
葉
の
解
説
が
な
さ
れ
た

り
し
た
歌
学
書
で
あ
り
、『
袖
中
集
』
も
、
後
述
す
る
ご
と
く
、

言
葉
に
注
目
し
、
そ
の
言
葉
を
含
む
和
歌
を
あ
げ
る
、
と
い
う
記

述
の
仕
方
を
す
る
。

　

編
者
の
「
心
存
」
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
先
に
指
摘
し
た

よ
う
に
奥
書
を
「
古
来
稀
老
筆
」
と
読
む
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
を

「
古
稀
の
老
人
に
よ
る
筆
」
と
解
釈
で
き
る
な
ら
ば
、
慶
長
十
八

年（
一
六
一
三
）に
心
存
は
七
十
歳
で
あ
っ
た
か
。

1
―
3
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べ
て
記
さ
れ
て
い
る
。『
袖
中
集
』
の
記
述
の
仕
方
を
知
る
に
よ

い
箇
所
と
考
え
ら
れ
る
が
、
分
量
が
多
い
の
で
、
全
体
の
様
子
が

う
か
が
わ
れ
る
、「
い
」
の
項
目
全
体
の
約
六
割
を
占
め
る
は
じ

め
の
箇
所
を
以
下
に
翻
字
す
る
。

　

な
お
和
歌
に
関
し
て
は
便
宜
上
洋
数
字
で
通
し
番
号
を
付
し
、

後
に
、
例
え
ば
「
01
」
と
記
し
た
場
合
は
、「
い
」
に
記
さ
れ
た

和
歌
の
う
ち
、「
01
」
を
付
し
た
も
の
を
さ
す
。

　

ま
た
、
採
録
す
る
に
あ
た
っ
て
、
注
目
し
た
と
考
え
ら
れ
る
和

歌
中
の
言
葉
を
太
字
で
示
す
が
、
24
に
つ
い
て
は
「
い
」
を
含
む

言
葉
が
な
い
た
め
不
明
で
あ
る
。

　
　

〇
い

01　

新
古

　
　

在
明
の
月
待
宿
の
袖
の
上
に
人
た
の
め
成
宵
の
稲
妻

02　

六
家
抄 

定
家

　
　

儚
と
み
る
程
も
な
し
稲
妻
の
光
に
覚
る
う
た
ゝ
ね
の
夢

03　

同 

家
隆

　
　

入
ま
て
に
月
は
詠
つ
い
な
つ
ま
の
光
の
ま
に
も
物
思
ふ
身
の

04　

同 

同

　
　

暮
る
野
も
契
儚
秋
風
に
い
な
つ
ま
招
花
す
ゝ
き
哉

05　

同 

後
京
極

　
　

儚
や
荒
た
る
宿
の
う
た
ゝ
ね
に
稲
妻
か
よ
ふ
手
枕
の
夢

06　

を
し
ね
ほ
す
鳥
羽
田
の
く
ろ
に
ゐ
る
雁
の
泪
に
む
せ
ふ
秋
の

報
は
、
江
戸
幕
府
へ
は
正
月
25
日
に
伝
わ
り
、
領
内
へ
は
死

去
か
ら
十
日
ほ
ど
過
ぎ
た
正
月
末
か
ら
触
れ
ら
れ
た
よ
う
で

す
。
当
時
、
満
茂
は
、
悪
化
す
る
義
光
の
病
状
を
憂
慮
し
て
、

山
形
城
内
に
あ
る
自
身
の
屋
敷
に
滞
在
し
て
い
た
と
推
測
さ

れ
、
義
光
の
死
後
、
情
報
が
解
禁
さ
れ
て
逸
早
く
、
本
城
城

で
留
守
を
預
か
る
大
泉
へ
山
形
で
の
情
勢
を
連
絡
し
て
い
ま

す
。

　
『
袖
中
集
』
の
奥
書
に
記
さ
れ
た
年
次
「
慶
長
十
八
年
十
一
月

下
旬
」
は
、
義
光
の
死
の
二
か
月
前
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、

心
存
よ
り
「
山
形
城
内
に
あ
る
自
身
の
屋
敷
」
で
『
袖
中
集
』
受

け
取
っ
た
可
能
性
は
指
摘
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

2
―
1

　
『
袖
中
集
』
は
、
い
ろ
は
順
に
項
目
が
立
て
ら
れ
る
。
た
と
え

ば
「
ろ
」
の
項
目
は
、
特
に
と
り
あ
げ
る
べ
き
言
葉
が
な
か
っ
た

た
め
か
項
目
そ
の
も
の
が
立
て
ら
れ
て
い
な
い
が
、
項
目
が
立
て

ら
れ
た
場
合
、
⑴
と
り
あ
げ
た
い
言
葉
を
含
む
和
歌
が
あ
げ
ら
れ
、

量
的
に
は
和
歌
に
比
較
し
て
圧
倒
的
に
少
な
い
が
、
⑵
連
歌
、
漢

詩
が
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
⑶
主
に
漢
語
の
言
葉
が
あ

げ
ら
れ
、
簡
略
な
解
説
等
が
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
大
半
に
⑴

⑶
は
記
さ
れ
る
が
、
⑵
は
記
さ
れ
な
い
こ
と
が
多
い
。

　
『
袖
中
集
』
の
最
初
に
お
か
れ
た
「
い
」
の
項
は
⑴
⑵
⑶
が
す
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定
家
此
哥
て
に
は
の
手
本
也
切
字
な
く
て
面
白
と
也

17　

六 

定

　
　

山
里
は
人
の
通
へ
る
跡
も
な
し
宿
も
る
犬
の
こ
ゑ
計
し
て

18　

 

同

　
　

里
ひ
た
る
狗
の
声
に
て
し
ら
れ
け
り
竹
よ
り
奥
の
人
の
栖
は

19　

大
倉
の
入
江
さ
は
く
也
い
め
人
の
伏
見
の
田
井
に
雁
渡
る
ら

し

20　
　

紅
葉
浮
水
と
云
題
に
て

　
　

筏
士
よ
ま
て
事
と
は
む
水
上
は
い
か
計
吹
嶺
の
嵐
そ

21　

筏
士
よ
岩
浪
高
し
大
井
川
峰
の
紅
葉
に
あ
か
ら
め
な
せ
そ

22　

い
か
に
し
て
岩
間
も
み
え
ぬ
夕
霧
に
と
な
せ
の
筏
落
て
来
つ

ら
ん

23　

詞

　
　

杣
人
の
筏
の
床
の
浮
枕
夏
は
涼
し
き
臥
床
な
り

24　

六 

後
京

　
　

綱
手
引
竹
の
下
道
霧
こ
め
て
舟
路
に
迷
淀
の
川
き
し

25 

内
大-

実

　
　

の
ほ
り
え
ぬ
淀
の
筏
の
つ
な
て
縄
此
世
計
を
引
人
も
か
な

26　

思
ひ
か
ね
態
と
迎
は
か
ひ
そ
な
き
い
む
て
ふ
月
の
物
忘
し
て

27　

六 

家
リ
ウ

心
か
ら
い
む
へ
き
月
を
詠
つ
ゝ
哀
い
く
夜
の
空
に
恋
ふ
ら
ん

28　

六 

慈
鎮

誰
も
み
な
我
身
を
つ
み
て
思
ふ
へ
し
命
は
惜
き
物
と
し
ら
す

い
な
つ
ま

07　

葛
城
や
木
間
に
光
稲
妻
を
山
伏
の
う
つ
火
か
と
こ
そ
み
れ

08　

金

　
　

あ
ふ
事
を
問
石
神
の
長
面
に
我
心
の
み
う
こ
き
ぬ
る
哉

09　

古 

素
性
法
師

引（
い
ざ
）率

け
ふ
は
春
の
山
辺
に
ま
し
り
な
ん
暮
な
は
な
け
の
花
の

陰
か
は

10　

金か
へ
る
春
い
つ
き
の
ゐ
み
に
さ
し
こ
め
て
□
（
難
読
）み

あ
れ
の
程
た

に
も
み
ん

11　

式
島
の
道
に
我
名
は
たヤ

マ

ト
つ
の
市
不
知
ま
た
し
ら
ぬ
大
和
こ
と

の
葉

12　

椿同市
の
八
十
の
巷
に
立
な
ら
し
結
ひ
し
紐
を
と
く
る
ま
も
お

し

13　

 

人
丸

無
名
の
み
た同

つ
の
市
と
は
さ
は
け
共
い
さ
ま
た
人
を
う
る
よ

し
も
な
し

14　

恋
を
の
み
錺ハ
リ
マ摩
の
市
に
立
民
の
た
え
ぬ
思
ひ
に
身
を
や
か
へ

て
ん

15　

昨
日
た
に
と
は
む
と
思
ひ
し
津
の
国
の
生
田
の
森
に
秋
風
そ

ふ
く

16　

秋
と
た
に
吹
あ
へ
ぬ
風
に
音
か
は
る
い
く
田
の
森
の
露
の
下

草
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記
す
場
合
は
、
た
と
え
ば
「
新
古
今
和
歌
集
」
で
あ
れ
ば
「
新
古

今
」、「
源
氏
物
語
」
で
あ
れ
ば
「
源
」
と
略
さ
れ
て
記
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
勅
撰
和
歌
集
や
「
源
氏
物
語
」
と
い
っ
た
、
よ
く
知
ら

れ
る
歌
集
や
物
語
の
場
合
は
略
称
で
あ
っ
て
も
支
障
は
な
か
っ
た

か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

記
さ
れ
る
場
合
で
、
注
目
さ
れ
る
の
は
『
六
家
抄
』
で
あ
る
。

た
と
え
ば
先
に
引
用
し
た
「
い
」
の
和
歌
で
は
、『
六
家
抄
』
か

ら
九
首
が
採
ら
れ
て
お
り
、
歌
集
名
が
記
さ
れ
た
中
で
は
最
も
多

い
。『
袖
中
集
』
全
体
で
も
、
多
く
と
ら
れ
た
歌
集
で
あ
る
。
片

山
享
氏
は

　

連
歌
師
の
新
古
今
集
歌
に
対
す
る
関
心
は
、
宗
祇
や
兼
載

の
『
自
讃
歌
註
』
や
兼
載
注
と
目
さ
れ
る
『
新
古
今
抜
書

抄
』、
宗
長
の
『
秘
歌
抄
』
な
ど
の
諸
注
釈
な
ど
に
よ
っ
て

窺
わ
れ
る
が
、
肖
柏
に
よ
る
『
六
家
抄
』
も
ま
た
、
注
釈
書

で
は
な
い
が
、
同
様
の
関
心
の
も
と
に
抄
出
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

と
さ
れ
、
そ
の
意
義
の
一
つ
と
し
て

『
六
家
抄
』
の
抄
出
態
度
に
よ
っ
て
、
室
町
期
連
歌
師
の
新

古
今
歌
風
受
容
の
態
度
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

や

29　

六 

家
隆

　
　

玉
き
は
る
命
を
化
に
行
舟
に
哀
儚
波
の
う
へ
哉

（
一
行
あ
き
）

東
市　

西
市　

三
輪
ノ
市　

布
留
ノ
市　

軽カ
ル
ヤ
マ
ト市

う
同る

ま
ノ
市　

安ア

ベ陪
ノ
市ス
ル
ガ　

錺ミ
カ
マ摩

ノ
市ハ
リ
マ

　
　

こ
の
世
に
あ
り
と
き
か
ぬ
旅
人　
　
　
　

蒼

　

物
い
ふ
は
う
る
ま
の
里
の
声
な
れ
や　
　

宗
養

　
　

市
の
か
り
屋
の
隣
ま
ち
か
き　
　
　
　
　

金

　

か
く
る
ゝ
は
ひ
と
り
の
た
め
と
思
ふ
身
に　

蒼

古
語
云　

小
隠　
ハ

々　
ル

巴

陵リ
ウ

藪ソ
ウ
ニ蚤

大
隠　
ハ

々　
ル

巴

朝
市　
ニ

蚤

　
　

鬼
の
こ
ゝ
ろ
を
し
る
か
あ
や
し
き　
　

紹
巴

　

道
は
猶
の
こ
る
し
け
き
の
伊
駒
山　
　
　
　

同

役
行
者
伊
駒
山
に
て
鬼
を
と
ら
れ
け
り
彼
所
に

お
に
と
り
と
云
寺
今
に
の
こ
れ
り
其
鬼
の
子

孫
大
峯
に
移
る
禅
鬼
と
云
也

は
し
の
い

一
い
さ
よ
ふ
な
み　

徘
徊
浪
ト
書　

一
小
井　

い
さ
ら
井
源
氏
ニ

ア
リ　
（
以
下
略
。
一
つ
書
き
の
言
葉
の
説
明
30
、
和
歌
9
）

2
―
2

　
『
袖
中
集
』
は
、
和
歌
を
あ
げ
る
に
あ
た
っ
て
、
出
典
と
な
る

歌
集
名
等
を
右
肩
に
記
す
場
合
と
、
何
も
記
さ
な
い
場
合
が
あ
る
。



― 47 ―

08　

金

09　

古

10　

金

11　

風
雅
和
歌
集

12　
（
万
葉
集
）

13　

拾
遺
和
歌
集

14　

千
載
和
歌
集

15　

新
古
今
和
歌
集

16　

続
後
撰
和
歌
集

17　

六

18　

玉
葉
和
歌
集

1920　

新
古
今
和
歌
集

21　

金
葉
和
歌
集

22　

千
載
和
歌
集

24　

六

25　

新
後
撰
和
歌
集

2627　

六

28　

六

29　

六

　

た
と
え
ば
、
15
、
20
は
、
01
で
記
さ
れ
た
「
新
古
今
」（
新
古
今

と
し
て
い
）
4
（
る
。『
袖
中
集
』
に
お
け
る
『
六
家
抄
』
の
引
用
の
多

さ
は
、「
連
歌
師
の
新
古
今
集
歌
に
対
す
る
関
心
」
の
結
果
編
ま

れ
た
『
六
家
抄
』
の
受
容
の
態
度
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た

和
歌
に
詠
者
名
が
記
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、『
六
家
抄
』
か
ら

採
録
さ
れ
た
場
合
は
、
そ
れ
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
大
半
で
あ

る
。『
六
家
抄
』
の
歌
人
に
も
注
意
が
は
ら
わ
れ
て
い
た
と
み
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
う
し
た
こ
と
は
最
上
家
を
中
心
と
す
る
連

歌
グ
ル
ー
プ
の
作
品
を
理
解
す
る
に
あ
た
っ
て
視
野
に
入
れ
て
お

く
べ
き
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

2
―
3

　

出
典
が
記
さ
れ
な
か
っ
た
採
録
歌
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

前
掲
の
翻
字
箇
所
か
ら
、
あ
ら
た
め
て
出
典
名
の
み
を
抽
出
し
、

出
典
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
勅
撰
和
歌
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
場

合
は
、
歌
集
名
を
太
字
で
記
す
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

01　

新
古

02　

六
家
抄

03　

同

04　

同

05　

同

0607
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そ
の
出
典
は
明
ら
か
に
し
え
な
い
が
、
本
文
の
異
同
は
引
用
し
た

テ
キ
ス
ト
に
そ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
奥
書
に
「
古
来
稀
者
／
筆
損
落
」
と
あ
る
。
む
ろ

ん
奥
書
の
常
と
す
る
謙
遜
の
表
現
と
考
え
ら
れ
る
が
、
高
齢
者
な

る
が
故
の
写
し
間
違
え
、
記
憶
違
い
と
い
っ
た
可
能
性
は
あ
り
う

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

3

　
『
袖
中
集
』
は
、
連
歌
実
作
の
た
め
の
、
一
つ
に
は
言
葉
を
中

心
に
編
ま
れ
た
、
本
歌
取
り
や
証
歌
と
す
べ
き
秀
歌
撰
で
あ
り
、

ま
た
一
つ
に
は
歌
語
の
読
み
方
や
意
味
を
知
る
辞
典
で
あ
る
。
そ

れ
に
若
干
で
は
あ
る
が
連
歌
例
や
故
事
な
ど
が
付
さ
れ
、
地
名
に

は
ど
こ
の
国
の
も
の
か
が
傍
注
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

　

仮
に
奥
書
に
「
毎
座
連
歌
に
付
来
可
為
本
歌
を
加
て
袖
裏
に
注

し
侍
候
」
と
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
連
歌
例
に
「
去
嫌
」
と
い
っ
た

連
歌
に
関
す
る
事
項
が
記
さ
れ
な
け
れ
ば
、『
袖
中
集
』
は
連
歌

書
で
は
な
く
歌
書
と
い
っ
て
よ
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
連
歌
会
に
し
ば
し
ば
参
加
し
て
、『
袖
中
集
』

を
使
用
し
て
連
歌
を
詠
じ
れ
ば
、「
歌
学
」
を
身
に
着
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
の
歌
学
は
、
あ
く
ま
で
も
連
歌
を
詠
じ

る
に
あ
た
っ
て
必
要
な
も
の
で
あ
る
。『
袖
中
集
』
に
『
源
氏
物

語
』
か
ら
引
か
れ
た
和
歌
が
あ
り
、
そ
れ
を
用
い
て
連
歌
が
詠
ま

れ
た
と
し
て
も
、
あ
る
い
は
『
袖
中
集
』
で
そ
の
和
歌
を
知
っ
て

和
歌
集
）に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、「
新
古
今
」
と
は
記
さ
れ
て
い

な
い
。
む
ろ
ん
同
じ
『
新
古
今
和
歌
集
』
を
出
典
と
し
た
場
合
で

も
、
あ
る
時
は
記
し
、
あ
る
時
は
記
さ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は

あ
り
う
る
。
ま
た
出
典
名
を
書
き
忘
れ
る
な
ど
し
た
と
い
う
こ
と

も
考
え
う
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
た
と
え
ば
肖
柏
撰
『
九
代
抄
』
の
よ
う
な
、
和

歌
・
連
歌
実
作
の
た
め
、
本
歌
取
り
や
証
歌
と
す
べ
き
秀
歌
撰
と

い
っ
た
歌
集
等
か
ら
採
録
し
た
可
能
性
も
考
え
て
お
く
べ
き
で
あ

ろ
う
。
そ
の
場
合
、
具
体
的
な
書
名
は
不
明
だ
が
、『
新
編
国
歌

大
観
』（K

A
D
O
K
A
W
A

）で
検
索
す
る
限
り
で
は
『
歌
枕
名
寄
』

に
収
録
さ
れ
た
和
歌
が
多
い（
07
、
11
〜
16
、
20
〜
22
、
25
）。
む

ろ
ん
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
あ
ら
ゆ
る
歌
集
が
収
録
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
の
で
、「『
歌
枕
名
寄
』
が
出
典
で
あ
る
」
と
断
定

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

2
―
4

　
『
袖
中
集
』
に
採
録
さ
れ
た
和
歌
は
、
そ
れ
が
採
ら
れ
た
他
本

と
、
本
文
が
異
な
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
前
掲

21　

筏
士
よ
岩
浪
高
し
大
井
川
峰
の
紅
葉
に
あ
か
ら
め
な
せ
そ

は
、『
金
葉
和
歌
集
』
に
は

大
井
川
岩
波
高
し
筏
士
よ
岸
の
紅
葉
に
あ
か
ら
め
な
せ
そ

と
あ
る
。

　
『
袖
中
集
』
に
採
ら
れ
た
和
歌
は
何
か
ら
採
録
さ
れ
た
の
か
、
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【
注
】

（
1
）　

最
上
義
光
歴
史
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
閲
覧
可
。

（
2
）　
『
最
上
義
光
連
歌
集　

第
一
〜
三
集
』（
平
成
十
四
〜
十
六
年
、

最
上
義
光
歴
史
館
）。
な
お
「
第
一
集
」
に
「
慶
応
五
年
三
月
七

日
」
興
行
百
韻
の
翻
刻
が
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。
表
四
句
を
以
下

に
あ
げ
る
。

　
　

夢
想

空
も
海
も
汀
も
君
か
ま
ゝ

霞
は
れ
つ
ゝ
出
る
日
の
色　
　
　
　

満
茂

鶯
の
羽
吹
に
梅
の
か
ほ
り
来
て　
　

義
光

釣
簾
ま
く
春
の
袖
の
薄
雪　
　
　
　

昌
𠮟

脇
句
を
満
茂
が
詠
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
発
句
を
夢
中
で
得
た
の

は
満
茂
で
あ
る
。
満
茂
が
夢
想
句
を
得
た
こ
と
を
義
光
を
報
告
し
、

発
句
が
「
空
も
海
も
汀
も
主
君
の
願
い
ど
お
り
に
」
と
い
う
め
で

た
い
句
な
の
で
、
義
光
が
、
い
わ
ば
夢
あ
わ
せ
と
し
て
、
そ
れ
を

か
な
え
る
べ
く
百
韻
連
歌
を
興
行
す
る
こ
と
に
し
た
、
と
い
う
こ

と
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
夢
を
か
な
え
ん
と
い
う
義
光
の
気
持

ち
の
強
さ
は
、
わ
ざ
わ
ざ
関
西（
京
都
か
）で
、
紹
巴
は
不
在
な
も

の
の
、
昌
𠮟
ら
当
時
の
一
流
連
歌
師
が
一
座
し
て
い
る
こ
と
か
ら

う
か
が
え
る
。
満
茂
は
領
地
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
、
一
句
し
か
詠
じ
て
い
な
い
。
慶
長
三
年（
一
五
九

八
）九
月
に
豊
臣
秀
吉
が
な
く
な
っ
て
か
ら
一
年
半
ほ
ど
の
慶
長

五
年
三
月
と
い
う
年
次
に
注
目
す
れ
ば
、
満
茂
や
義
光
は
、
夢
想

句
を
、
戦
に
勝
利
し
、
広
い
領
地
を
治
め
る
、
と
い
っ
た
解
釈
を

し
た
の
で
は
な
い
か
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
義
光
の
望
み

お
り
、
前
句
が
そ
れ
を
踏
ま
え
て
詠
ま
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に

応
じ
た
付
句
を
し
た
と
し
て
も
、
あ
く
ま
で
も
「
連
歌
」
に
お
け

る
歌
学
に
す
ぎ
な
い
。

　

一
方
、
た
と
え
ば
『
新
古
今
和
歌
集
』
の
注
釈
書
を
学
ん
で
、

そ
の
和
歌
の
意
味
を
知
る
と
い
う
歌
学
が
あ
り
、
そ
れ
は
古
典
解

釈
の
歌
学
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
む
ろ
ん
連
歌
の
た
め
の
歌

学
と
古
典
解
釈
の
歌
学
が
、
ま
っ
た
く
別
に
独
立
し
た
内
容
と
い

う
こ
と
は
な
く
、
重
複
す
る
部
分
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
連

歌
を
理
解
す
る
に
あ
た
っ
て
、
実
作
の
歌
学
と
解
釈
の
歌
学
と
い

う
視
野
は
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

最
上
義
光
の
一
座
し
た
連
歌
は
、
す
で
に
翻
刻
が
な
さ
れ
て
お

り
、
一
部
解
釈
も
な
さ
れ
て
い
）
5
（

る
。
今
後
も
注
釈
が
な
さ
れ
て
い

く
と
思
わ
れ
る
が
、「
実
作
と
し
て
の
歌
学
」
を
ふ
ま
え
て
解
釈

が
な
さ
れ
る
と
し
た
ら
、『
袖
中
集
』
で
と
り
あ
げ
ら
れ
た
言
葉

（
和
歌
）は
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
と
す
れ

ば
『
袖
中
集
』
は
有
益
な
資
料
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
ま
ず
は
『
袖
中
集
』
の
全
文
翻
刻
と

出
典
の
確
認
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
最
上
家
周
辺
の
連
歌
を
分

析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
袖
中
集
』
に
記
さ
れ
た
こ
と
が
参
考

と
さ
れ
て
い
た
か
、
否
か
の
可
能
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
る
。
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を
十
分
に
か
な
え
た
も
の
で
あ
っ
た
か
は
と
も
か
く
、
関
ケ
原
の

戦
い
の
後
に
、
そ
の
夢
は
多
少
な
り
と
も
か
な
え
ら
れ
た
と
は
い

え
そ
う
で
あ
る
。

（
3
）　
「
義
光
周
辺
の
芸
文
活
動
」（「
歴
史
館
だ
よ
り
№
25
」
―
最
上

義
光
歴
史
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
。2021/8/9

閲
覧
）。

（
4
）　
『
六
家
抄
』（
昭
和
五
十
五
年
、
三
弥
井
書
店
）解
説
。

（
5
）　

名
子
喜
久
雄
「
最
上
義
光
連
歌
の
世
界
①
〜
④
」（「
歴
史
館

だ
よ
り
№
24
〜
27
」
―
最
上
義
光
歴
史
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
。

2021/8/9

閲
覧
）。

【
付
記
】本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
貴
重
な
資
料
に
つ
い
て
ご
教
示
い

た
だ
い
た
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

　

本
稿
は
科
学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究
費（
Ｃ
）（
一
般
）課
題

番
号20k00311

「
近
世
連
歌
の
総
合
研
究
」
に
よ
る
。

（
わ
た
ぬ
き　

と
よ
あ
き　

筑
波
大
学
教
授
）


